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会期日程は、決定次第ホームページに掲載します。
詳しくは、議会事務局（TEL. O98-850-0025）
までお問い合わせください。

12月定例会12月８日開会

『オリオンECO美らSUNビーチ』『オリオンECO美らSUNビーチ』ビーチ』ビ『オリオンECO美らSUNビーチ』
※ネーミングライツにより愛称が決定！
　（ビーチオフシーズンも遊べるネット遊具（有料）がオープンしてます。）

『オリオンECO美らSUNビーチ』



● 予算案　　　　　６件
● 条例案　　　　　５件
● その他議案　　１７件
● 報告　　　　　　３件
● 意見書案　　　　３件
● 請願　　　　　　４件
● 陳情　　　　　　４件

　令和２年９月定例会は、９月８日（火）～９月25日（金）までの18日間

の会期で開催されました。議案等を審議し、議決しましたので、その一部を

紹介します。他の議案等の審議結果については、豊見城市議会ホームページ

よりご覧ください。
審議結果

豊見城市議会 検索

9 月 定例会の審議結果

　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策（第３弾）【総額３億8,449万９千円規模】に伴う補正

予算となっております。

○主な事業一覧
１　子ども対策（2億3,531万2千円）
　①ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業（2億77万2千円）
　�　ひとり親世帯について、新型コロナウイルス感染症の影響に

より子育てに対する負担の増加や収入の減少など、特に大きな
困難が生じていることを踏まえ、こうした世帯を支援するため、
臨時特別給付金を支給する。

　②子育て応援一時特別給付金事業（3,454万円）
　�　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策　第１弾に
て事業化し、既に支給を開始している国の「子育て世帯（０～
15歳）への臨時給付金１万円/１人」と市独自上乗せ（１万円）
において、当初予定から大幅増となったことによる増額補正。

２　「新しい生活様式」を踏まえた対策（5,788万9千円）
　①業務継続環境整備事業（3,369万9千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により交代制勤務や分散勤務等と
なった場合でも、執務室外においても対応（在宅勤務含む）が
可能となるように、デスクトップパソコンからノート型パソコ
ンへ切り替えを行う等の環境整備を行う。

　②職員テレワーク対応事業（182万4千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により、長期で在宅勤務を行う必
要がある職員（妊婦や濃厚接触者、感染の疑いのある人等）が、
テレワーク勤務対応が可能となるよう情報機器の整備を図る。
（※専用の回線を整備し庁舎内のネットワークに接続可能とす
る。）

　③Web会議用パソコン整備事業（94万6千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により、感染拡大防止の観点から
機会が増大したWeb会議用のパソコン整備を行う。

　④テレワーク人材育成事業（692万9千円）
　�　新型コロナウイルスの影響下においても、一定の収入を確保
することができるよう、自宅に居ながら企業等から仕事を請け
負うことができるテレワーカーの育成を行うとともに、研修終
了者を対象にテレワーク業務の斡旋等を行う。

　⑤電子図書館整備事業（1,298万円）
　�　外出自粛時に在宅で過ごす時間を豊かなものとし、また「新
しい生活様式」に対応するため、インターネットを活用した「電
子図書館システム」を導入し、読書環境の充実を図る。

　⑥その他「新しい生活様式」を踏まえた対策事業（151万1千円）
　　学校版ネットワーク強靭化事業

予　算　案

原案可決

議案第44号
令和２年度豊見城市一般会計補正予算（第３号）

３　感染拡大防止対策（8,836万5千円）
　①市役所等公共施設における感染拡大防止対策事業（314万3千円）
　�　市役所等公共施設において新型コロナウイルス感染拡大防止
を図るため、入口にサーモグラフィーカメラを設置し、来客者
等の体温確認を行うことにより、発熱者等の入館自粛やマスク
の着用を促し、施設内における感染防止を図る。

　②新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
　　（放課後児童クラブ）（1,500万円）
　�　新型コロナウイルス感染症対策として、備品等の購入に対し、
市内放課後児童クラブ１支援あたり上限50万円を補助する。

　③新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
　　（保育所等）（3,550万円）
　�　新型コロナウイルス感染症対策として、備品等の購入に対し、
保育所等１施設あたり上限50万円を補助する。

　④新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
　　（子育て支援センター）（100万円）
　�　新型コロナウイルス感染症対策として、備品等の購入に対し、
地域子育て支援センター１施設あたり上限50万円を補助する。

　⑤救急隊感染防止対策事業（254万5千円）
　�　新型コロナウイルス罹患傷病者に対応する救急隊員の感染防
護（感染防護衣・飛沫防止シールド付保安帽）体制を強化する。

　⑥消防庁舎感染防止対策事業（64万6千円）
　�　庁内感染を防止するため、庁舎入口におけるサーモグラ
フィーカメラ及び執務室へ飛沫防止アクリル板を設置する。ま
た、職員間で共用する仮眠室布団のシーツを個人貸与とし、感
染リスクの軽減を図る。

　⑦学校等教育関連施設における感染拡大防止対策事業（2,990万5千円）
　�　市内各小中学校及び教育関連施設へサーモグラフィーカメラ
を設置することにより、登校時等に体温の確認を行い、発熱者
を早期発見し、新型コロナウイルスの感染拡大防止を図る。そ
の他、学校等における感染症対策等支援と子どもたちの学習保
障支援の取組みを行う。

　⑧その他 感染拡大防止対策関連事業（62万6千円）
　�　ファミリーサポートセンター事業、養育支援訪問事業、利用
者支援事業

４　その他対策（293万3千円）
　庁舎内消毒作業時間外勤務手当、増員対応部署電話機増設
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　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億8,270万4千円を増額し、予算総額を353億6,697万5千円とするとと
もに、債務負担行為及び地方債の補正を行いました。

予　算　案

原案可決

議案第45号
令和２年度豊見城市一般会計補正予算（第４号）

　本条例案は、令和２年第１回定例会（３月）に上程され、付託された教育民生常任委員会において、継続して審査
されてきました。
　教育民生常任委員会で、賛成多数により原案可決となり、本会議において委員長から審査の経過と結果について報
告され、本会議で採決の結果、賛成少数により、否決となりました。

条 例 案

否　　決

議案第20号
豊見城市こども未来基金条例の制定について

　与根体育施設設置地において、土地区画整理事業の施行に伴って、土地利用の変更を行うため、条例の廃止の提案がさ
れましたが、賛成少数により、否決となりました。本条例案は４度目の否決となります。（３月、６月、７月、９月）

否　　決

議案第61号
豊見城市立与根体育施設の設置及び管理に
関する条例の廃止について

　新学習指導要領に求められる児童生徒の情報活用能力を育成するとともに、Society5.0時代の教育を支える学習環

境の実現に必要な学習用コンピュータを購入するため、議会の議決が必要であることから、議案が上程され、可決さ

れました。

その他議案

可　　決

議案第59号
豊見城市児童生徒用端末の買入れについて

　大規模災害が発生した場合、観光客が沖縄県内で足止めとなり、観光避難民になることが想定される。市内観光客の安
全と安心を確保するために防災対応を支援し、安全・安心な観光地の形成を促進して、沖縄の観光振興に資することを目
的に、非常用圧縮毛布、災害救助用備蓄マットを購入するため、議会の議決が必要であることから、議案が上程され、可
決されました。

可　　決

議案第60号
観光防災備蓄品の買入れについて

○補正予算の内容（一部）

・社会保障・税番号制度システム整備費補助金（追加）
・保育所等整備交付金（増）
・教育費寄附金（増）
・財政調整基金繰入金（減）※基金への積み戻し
・ふるさとづくり基金繰入金（減）※基金への積み戻し
・教育関連施設等整備基金繰入金（増）
・（仮称）豊崎中学校実施設計事業債（追加）
・農林水産施設単独災害復旧事業債（追加）
・公共土木施設単独災害復旧事業債（追加）

・文化観光創出事業整備工事（増）
・住民基本台帳システム改修委託料（追加）
・保育所等整備事業補助金（増）
・農地情報公開システム更新業務委託料（追加）
・排水路除草・浚渫等委託料（増）
・都市計画図書作成委託料（増）
・（仮称）豊崎中学校設計業務委託料（追加）

歳　入 歳　出
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意 見 書 案

請願・陳情

原案可決

採　　択

趣旨採択

採　　択

採　　択

採　　択

採　　択

採　　択

一部採択

原案可決

否　　決

意見書案第７号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書

意見書案第８号
介護保険利用料原則2割負担化やケアプラン有料化などの負担増計画の中
止、介護従事者の処遇改善など、介護保険制度の抜本改善を求める意見書

意見書案第９号
憲法が規定した健康で文化的な最低限度の生活を全ての住民に保
障するための、生活保護行政・就学援助制度の拡充を求める意見書

請願第５号
字金良47番地地先里道整備の要請（請願）

請願第７号
上田住宅地区の排水路整備について（請願）

請願第８号
橋梁の改修について（請願）

請願第９号
豊見城市パークゴルフ場早期建設について（請願書）

陳情第４号
瀬長全区域の水路・側溝整備と堆積土砂浚渫等に関する陳情

陳情第５号
県産品の優先使用について（要請）

陳情第22号
貧困と格差をなくし、憲法第２５条が規定した健康で文
化的な最低限度の生活をすべての住民に保障するための
生活保護行政、就学援助制度の拡充に関する陳情

陳情第23号
介護保険利用料原則2割負担化、ケアプラン有料化など
の負担増計画の中止、介護従事者の処遇改善など、介護
保険制度の抜本改善を求める陳情書
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● 予算案　　２件
● 報　告　　２件

11月12日（木）開催審議結果

　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策（第４弾）【総額３億6,152万３千円規模】に伴う補正予算となっております。

○主な事業一覧

予 算 案

議案に対する議員の賛否一覧（全会一致を除く）【令和２年９月定例会】　※11月臨時会は全会一致

原案可決
議案第62号
令和２年度豊見城市一般会計補正予算（第５号）

議案 件　　名 議　決
結　果
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議 案
第20号 豊見城市こども未来基金条例の制定について 否　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案
第61号

豊見城市立与根体育施設の設置及び管理に関する
条例の廃止について 否　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案
第 9 号

憲法が規定した健康で文化的な最低限度の生活を全
ての住民に保障するための、生活保護行政・就学援
助制度の拡充を求める意見書

否　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請 願
第 9 号 豊見城市パークゴルフ場早期建設について（請願書）採　択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
「議」：議長　※�議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。

11 月 臨時会の審議結果（４件） 　

１　経済対策（1億9,189万3千円）

　①事業所応援消費喚起推進事業（第２弾）（1億5,157万8千円）
　�　市内事業所の売上回復を支援することを目的に豊見城市新型コロナウイ
ルス感染症緊急経済対策第2弾として実施している「事業所応援消費喚起推
進事業」の第２弾を実施し、市内の登録事業所で利用可能な「とみぐすく
事業所応援クーポン券【１世帯あたり5,000円分（500円×10枚】」を全世
帯に追加配布し、利用期間についても前回配布分も含めて令和３年１月末
まで延長を行う。

　②医療等従事者対象「アゴマゴちゃんDEありがとう」クーポン券配布事業（4,031万5千円）
　�　新型コロナウイルス感染拡大の中、地域医療、介護・福祉等へご尽力い
ただいている市内の医療等従事者（医療等施設、介護・福祉等施設、保育
所等施設、一般廃棄物収集運搬業）の皆様へ感謝の意を込めて、市内事業
所で令和３年１月末まで利用可能なクーポン券を配布する。

　�※とみぐすく事業所応援クーポン券のうち、共通クーポン券であるアゴマ
ゴちゃんクーポン券【１人あたり5,000円分（500円×10枚）】をお勤め先
を通して配布。

２　「新しい生活様式」を踏まえた対策（1,653万4千円）

　①とみぐすくの元気発信事業（200万円）
　�　コロナ禍にあって自宅で過ごす時間が増えるなか、映像に合わせて体を
動かすことで運動不足解消やリフレッシュができるよう軽運動等の動画と
市内の観光地や特産品を紹介する動画を組み合わせて市ホームページ等を
利用し配信する。

　②業務継続環境整備事業【庁内Wi-Fi環境整備事業】（719万5千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により、執務室の分散、対策室等の設置が必要
となった場合にも、庁内無線LAN環境を整備することにより、会議室等にパ
ソコンを移動し、無線環境を利用し業務や会議が可能となるよう整備を行う。

　③Web会議用モニター整備事業（98万5千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により、感染拡大防止の観点から機会が増大し
たWeb会議用として役所内会議室にWeb会議用の液晶モニターを設置する。

　④自治会ICT化応援事業（635万4千円）
　�　新型コロナウイルスの影響により、自治会活動が自粛、縮小される中、感
染症対策と地域活動を両立させるため、自治会長会のオンライン対応（Web
会議等）が可能となるよう各自治会のインターネット環境及び情報機器等の
整備を支援する。

３　教育対策（7,447万5千円）

　①学習者用ソフトウェア整備事業（5,773万円）
　�　新型コロナウイルスの影響による、休校等が発生した際に、学びを止め
ないため、家庭学習で利用できるドリル教材等を整備する。

　②教育支援体制整備事業（1,115万2千円）
　�　新型コロナウイルス感染症への対応による休校措置によって生じた学習
内容の未指導分や学習進度の遅れに対応するため沖縄県の補助金を活用し、
市内各小中学校に対し各校１名ずつ支援員を配置する。

　③学校ホームページ強化事業（525万8千円）
　�　新型コロナウイルスの影響による、休校やさまざまな連絡の際に必要と
なるホームページについて、アクセス集中時に繋がらない、またスマホ対
応となっていない状況を改善するため、ホームページの機能強化を図る。

４　感染拡大防止対策（6,410万8千円）

　①新型コロナウイルス感染症高齢者等検査助成金（2,600万円）
　�　感染拡大や重症化を防止する観点から、一定の高齢者等を対象に本人の
希望により検査を行う場合に検査費の一部を助成する。

　②こどものインフルエンザ任意予防接種費用の一部助成事業（1,154万1千円）
　�　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザ感染症の同時流行を
防ぐことを目的に、今年度に限り、こども（未就学児）のインフルエンザ
任意予防接種費用の一部助成を行う。

　③放課後児童健全育成事業（増額）（599万4千円）
　�　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策第2弾として実施してい
るところであるが、市内小中学校の臨時休校に伴い、放課後児童クラブに
おいて平日午前中からの開所が当初予定より増え、事業費が増大している。
また、県緊急事態宣言期間において通所自粛の要請を行ったことに伴い、
利用料等の減免額が増大しているため増額補正を行う。

　④高齢者健康対策事業（49万3千円）
　�　新型コロナウイルス感染症の影響により、外出を自粛している高齢者が
運動不足に陥り、別の健康被害を招く恐れがあるため、高齢者を対象とし
た健康運動教室を開催し、運動不足解消及び健康増進へつなげる。

　⑤救急隊感染防止対策事業（増額）（340万4千円）
　�　新型コロナウイルス感染防止対策として、オゾン発生器及びオゾン水機
等の機器等を整備し感染防止対策の強化を図る。

　⑥学校等教育関連施設における感染拡大防止対策事業（増額）（202万円）
　�　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策第３弾として、各学校
における感染症対策等の徹底、児童及び生徒の学習保障をするための新た
な試みの実施（空き教室の活用等）に対して必要な経費の補助をしており
ますが、当初予定より経費が増大したため、増額補正を行う。

　⑦学校等教育関連施設における感染拡大防止対策事業
　　（感染防止対策に伴う電気料金増大対応分）（1,279万3千円）
　�　新型コロナウイルス感染症防止対策として、換気のため窓を開閉しての
冷房運用となり空調に負荷がかかり電気料金が増大していることによる光
熱水費（電気料金）の増額補正。

５　その他経済対策（1,451万3千円）

　①住宅確保給付金（個人向け家賃補助）（増額）（1,313万6千円）
　�　豊見城市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策第2弾として、増額を行
い対応していたが、更に受給者の増が見込まれるため、増額補正を行う。

　②生活路線バス（45番与根線）の利用客回復に向けた経由地新設補助事業（120万円）
　�　新型コロナウイルス感染拡大により、大きな影響を受けている路線バス
のうち系統番号45番与根線について、友愛医療センターを新経由地とする
ための支援を行い、これにより公共交通の維持や市民の福祉の向上と利便
性を確保する。
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頁 質問議員 質　問　事　項

7

儀
ぎ
間
ま
盛
せい
昭
しょう

（日本共産党）

・教育振興について
・コロナ対策について
・道路・排水路管理について
・観光振興について

要
かなめ
正
しょう
悟
ご

（真新会）

・災害時の避難所でのコロナ対策について
・職員採用試験について
・瀬長区域の水路・側溝整備について
・子ども改革について

8

新
あら
垣
かき
龍
りゅう
治
じ

（日本共産党）
・子育て支援の取り組みについて
・教育行政について

仲
なか
田
だ
政
まさ
美
み

（公明党）

・福祉健康について
・交通安全対策について
・防災・減災対策について
・観光行政について

9

外
ほか
間
ま
剛
つよし

（保和会）

・介護予防普及啓発事業について
・新型コロナウイルス禍中の影響について
・高安地内マンホール改築工事について

新
あら
垣
かき
亜
あ
矢
や
子
こ

（保和会）

・市政運営について
・一括交付金について
・市民アンケートについて

10

宜
ぎ
保
ぼ
龍
りゅう
平
へい

（Z
ゼ ロ

ERO）

・こども未来基金について
・新型コロナウイルスについて
・市内で発生した不審者について
・与根体育施設について

他１件

瀬
せ
長
なが
恒
つね
雄
お

（日本共産党）

・後期高齢者医療制度について
・教育行政について
・子育て支援について
・豊見城市学校給食センターについて

11

赤
あか
嶺
みね
吉
よし
信
のぶ

（保和会）

・公共下水道事業について
・道路冠水による被害防止について
・交通安全対策について
・ 与根地先公有水面埋立造成工事に伴う協定書に
ついて

比
ひ
嘉
が
彰
あきら

（保和会）

・土地開発について
・道路行政について
・公園整備について
・墓地建設について

他１件

12
宜
ぎ
保
ぼ
安
やす
孝
たか

（保和会）

・教育行政について
・上田地域の生活環境整備について
・原付・小型バイクの試乗ナンバーについて
・指名制度について

頁 質問議員 質　問　事　項

12
徳
とく
元
もと
次
つぐ
人
と

（保和会）

・陸上競技場について
・市民体育館備品について
・行政手続きのオンライン化について
・学校給食について

他２件

13

大
おお
田
た
善
よし
裕
ひろ

（Z
ゼ ロ

ERO）

・下水道の整備について
・座安小学校区の子育て環境について
・本市の雇用情勢について

伊
い
敷
しき
光
ま
寿
こと

（真新会）

・新型コロナウイルス感染症対策について
・学校給食について
・保育・教育行政について

14

真
ま
栄
え
里
さと
保
たもつ

（日本共産党）

・新型コロナウイルス緊急対策について
・戦争遺跡の保存と活用について
・長嶺城址公園整備事業について
・道路行政について

他１件

大
おお
田
た
正
まさ
樹
き

（保和会）
・議会説明と違う財政・組織運営について
・文化観光創出事業について

15

波
なみ
平
ひら
邦
くに
孝
たか

（Z
ゼ ロ

ERO）

・豊崎中学校建設について
・公共施設へのネーミングライツについて
・市内の公園について
・道路行政について

他１件

川
かわ
満
みつ
玄
げん
治
じ

（保和会）

・新型コロナウイルスについて
・ 市の軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事
業について
・介護予防普及啓発事業について

16

瀬
せ
長
なが
宏
ひろし

（日本共産党）

・教育行政について
・ 与根体育施設の設置及び管理に関する条例の廃
止について

楚
そ
南
なん
留
る
美
み

（Z
ゼ ロ

ERO）

・教育行政について
・安心・安全なまちづくりについて
・市民が安心して暮らせる消防体制の強化について

17
新
あら
垣
かき
繁
しげ
人
と

（Z
ゼ ロ

ERO）

・与根体育施設廃止条例について
・廃棄物の適正な処理について
・ 新型コロナウイルス感染症に関する市の対応に
ついて
・市政運営について

他１件

※QRコードにスマートフォンをかざすとインターネット中継が閲覧できます。
※ 一般質問とは、議員が市の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対
する方針を聞き、疑問点について市長の見解を求めるもの。
　本市議会の質問時間は、答弁時間を含み１人42分以内です。
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災
害
時
、
避
難
所
で
の

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

質
問
コ
ロ
ナ
禍
で
な
い
場
合
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
場
合
の
災
害

時
、
最
大
何
人
の
収
容
が
可
能
か

伺
う
。

総
務
企
画
部
長
指
定
し
て
い
る

避
難
所
は
21
か
所
で
、
最
大
収
容

人
数
は
６
千
204
人
、
コ
ロ
ナ
禍
で

密
を
避
け
た
状
況
で
の
最
大
収
容

人
数
は
２
千
68
人
と
積
算
し
て
ま

す
。

質
問
沖
縄
空
手
会
館
を
指
定
避

難
所
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
県
と
協
議
中
と
の
事
だ
が
、
進

捗
状
況
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
施
設
を
所
管
す

る
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部

と
協
議
を
重
ね
、
協
定
書
の
案
を

提
示
し
、
施
設
の
指
定
管
理
者
を

含
め
た
三
者
で
の
調
整
を
進
め
、

近
々
協
定
締
結
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

質
問
就
職
氷
河
期
世
代
の
採
用

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
、
何
歳
か

ら
何
歳
ま
で
が
対
象
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
大
卒
は
昭
和
45

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高

卒
は
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
令
和
４
年
ま
で
の
３
年
間

は
継
続
し
て
採
用
試
験
を
行
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
国
の
方
針
に
従
っ

て
、
３
年
間
は
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

質
問
就
職
氷
河
期
世
代
の
年
齢

要
件
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
総
務
省
が
定
め

た
定
義
で
あ
り
、
通
常
の
試
験
の

よ
う
に
年
齢
要
件
が
繰
り
上
が
る

よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
次
年
度
に

つ
い
て
も
同
じ
方
々
が
受
験
で
き

る
年
齢
要
件
で
す
。

瀬
長
区
域
の
水
路
・
整
備
に

つ
い
て

質
問
毎
回
大
雨
の
た
び
に
水

路
・
側
溝
の
氾
濫
、
土
砂
の
流
出

が
瀬
長
区
域
の
至
る
所
で
発
生
し
、

過
去
40
年
以
上
変
わ
ら
な
い
状
況

で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
本
市
の
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
瀬
長
区
域
で
の

被
害
は
、
地
域
住
民
等
か
ら
の
相

談
や
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り

把
握
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
農
地
の
適
正

管
理
の
周
知
や
農
家
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
予
算
の
範
囲
内
で
す

が
、
今
年
度
中
に
水
路
の
浚
渫
作

業
を
行
う
予
定
で
す
。

真新会

要　正悟就職氷河期世代の採用試験を実施
令和４年度まで！

一 般 質 問

質
問
豊
崎
中
学
校
建
設
促
進
を

求
め
る
立
場
で
取
り
上
げ
て
き
た
。

市
は
民
活
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
部
長
（
仮
称
）
豊
崎
中
学

校
に
つ
い
て
は
早
期
開
校
が
望
ま

れ
て
い
る
た
め
、校
舎
、体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
通
常
事
業
に
て
整

備
す
る
、
プ
ー
ル
、
武
道
場
の
付

帯
施
設
に
つ
い
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
検
討
し
て
き
た
。
民
間
企
業

か
ら
プ
ー
ル
、
武
道
場
の
み
で
は

事
業
化
は
厳
し
い
と
の
意
見
。
検

討
の
結
果
、
従
来
方
式
、
通
常
の

補
助
事
業
に
よ
る
事
業
実
施
の
提

案
を
し
て
い
る
。

質
問
通
常
の
補
助
事
業
を
受
け

て
の
建
設
と
思
い
ま
す
。
山
川
市

長
は
、
豊
崎
中
学
校
建
設
促
進
を

公
約
に
掲
げ
て
い
ま
す
。改
め
て
、

そ
の
決
意
を
示
し
て
ほ
し
い
。
現

在
考
え
て
い
る
開
校
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

教
育
部
長
７
月
20
日
に
基
本
計

画
策
定
業
務
は
完
了
。基
本
設
計
、

実
施
設
計
の
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
た
ら
発
注
。
令
和
３
年
度
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
。
計
画
工
程

が
全
て
順
調
に
い
け
ば
、
令
和
４

年
７
月
工
事
着
手
、
令
和
６
年
４

月
１
日
開
校
。

伊
良
波
中
の
過
密
対
策
を

質
問
豊
崎
地
域
の
人
口
増
加
に

伴
い
、
生
徒
数
833
名
、
島
尻
一
、

学
校
現
場
の
苦
労
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
生
徒
増
に
よ
る
施
設
整

備
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長
生
徒
数
の
増
加
に
伴

う
教
室
不
足
の
た
め
、
仮
設
校
舎

を
令
和
２
年
４
月
供
用
開
始
。

質
問
プ
レ
ハ
ブ
教
室
や
体
育
館

へ
の
屋
根
付
き
の
渡
り
廊
下
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
対
応
を

伺
う
。

教
育
部
長
体
育
館
ま
で
に
屋
根

付
き
の
通
路
は
、
距
離
が
あ
り
費

用
が
掛
か
り
、
別
ル
ー
ト
を
調
整

し
て
い
ま
す
。

質
問
コ
ロ
ナ
対
応
で
新
業
務
と

な
る
教
室
の
消
毒
作
業
に
専
任
配

置
を
す
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

教
育
部
長
専
任
配
置
は
無
い
が
、

今
年
度
よ
り
働
き
方
改
革
推
進
で
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を

各
校
１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

日本共産党

儀間　盛昭豊崎中学校（仮称）2024 年４月
開校へすすむ

開校めざし地域の声をよせよう
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質
問
以
前
に
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
の
一

部
助
成
を
と
一
般
質
問
し
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
助
成
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
冬
の
到
来
と
も
な
れ

ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
に
流
行
す

る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
る
。
生
後

６
か
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
希
望
し
た
場
合
、

そ
の
費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨

年
度
と
違
い
状
況
が
変
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
辺
を
重
く
受
け
止
め
、

十
分
に
検
討
し
た
い
。

豊
崎
地
域
の
安
全
対
策
を

質
問
市
道
375
号
線
、
320
号
線
及

び
285
号
線
の
交
差
点
ヤ
マ
ダ
電
機

と
コ
ン
ビ
ニ
の
間
を
通
過
す
る
時
、

歩
行
者
、
車
両
と
も
に
じ
公
園
方

面
か
ら
の
走
行
車
が
、
カ
ー
ブ
と

ビ
ル
で
確
認
が
遅
れ
危
険
で
あ
る
。

早
急
に
安
全
対
策
を
求
め
た
い
。

市
民
部
長
優
先
道
路
を
明
確
化

す
る
な
ど
、今
後
豊
見
城
警
察
署
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
調
整
し
た
い
。

質
問
に
じ
公
園
周
辺
の
横
断
歩

道
ラ
イ
ン
が
消
え
か
け
危
険
。
補

修
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
早
期
に
横
断
歩
道
の

補
修
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
豊
見
城

警
察
署
と
調
整
し
た
い
。

質
問
台
風
９
号
の
避
難
所
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
「
三
密
」
等
、

回
避
策
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
避
難
者
へ
新
し

い
生
活
様
式
の
対
応
に
沿
っ
て
一

般
避
難
者
と
風
邪
な
ど
の
有
症
状

者
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
濃
厚
接
触
者
の
受
入
対
応
を

想
定
し
開
設
し
て
い
ま
す
。

質
問
備
蓄
品
と
し
て
の
液
体
ミ

ル
ク
の
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
企
画
部
長
５
箱
120
本
、
11

月
の
整
備
に
向
け
取
り
組
で
い
る
。

瀬
長
島
入
口
が
殺
風
景
工
夫
を

質
問
ネ
ッ
ト
等
で
も
、「
那
覇

空
港
に
一
番
近
い
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
、
瀬
長
島
へ
の
誘
客
を
行
っ

て
い
る
。
瀬
長
入
り
口
へ
車
中
か

ら
で
も
見
え
や
す
い
看
板
等
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
「
隣
の
楽
園　
瀬

長
島
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

掲
げ
、
き
れ
い
な
夕
日
や
海
を
眺

め
な
が
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
た
め
、
多
く
の
方
が
瀬
長
島

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す

い
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
さ
ら
な
る
誘

客
も
望
め
る
こ
と
か
ら
、
今
後
看

板
等
を
含
め
た
効
果
的
な
案
内
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

公明党

仲田　政美コロナと同時発生防止対策にイン
フルエンザ予防接種費用の助成を

一 般 質 問

こ
ど
も
未
来
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て

質
問
目
的
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
豊
見
城
市
の
子

ど
も
改
革
推
進
の
た
め
、
本
市
子

育
て
環
境
に
関
す
る
現
状
把
握
と

子
育
て
支
援
に
関
す
る
利
用
希
望

な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の
子
育
て

支
援
施
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
す
る
こ
と
で
す
。

質
問
調
査
結
果
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
内
容
と
し
て
は
、

子
育
て
環
境
の
満
足
度
が
３
割
程

度
、
負
担
を
感
じ
て
い
る
こ
と
の

上
位
に
は
、
食
費
や
就
学
費
用
、

習
い
事
費
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、悩
ん
で
い
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
教
育
、
病
気
、
発
育
、

発
達
、
栄
養
に
関
す
る
こ
と
が
上

位
に
挙
げ
ら
れ
、
重
要
施
策
に
つ

い
て
は
10
項
目
中
教
育
が
最
も
多

く
、
次
に
経
済
負
担
の
軽
減
、
保

育
、
保
健
・
医
療
が
続
い
て
い
ま

す
。実
施
し
て
欲
し
い
施
策
に
は
、

学
校
給
食
費
の
無
料
化
、
医
療
費

助
成
の
拡
大
、
習
い
事
助
成
、
保

育
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解
消
等

が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
て
、今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
幅
広

く
市
民
の
参
加
を
含
め
た
推
進
体

制
の
構
築
と
、
財
源
の
安
定
確
保

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
推
進
体

制
の
構
築
は
、
市
民
や
企
業
等
の

参
画
に
よ
り
、
市
民
会
議
の
機
運

を
盛
り
上
げ
、
社
会
全
体
で
子
育

て
環
境
の
整
備
の
推
進
を
す
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
財
源
の
安
定
化

等
の
た
め
に
も
、
こ
ど
も
未
来
基

金
の
早
期
設
置
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
基
金
の
主
要
財
源
は
、
市
税

や
ふ
る
さ
と
納
税
と
な
り
ま
す
が
、

寄
附
金
に
つ
い
て
も
多
く
の
企
業

か
ら
本
市
の
子
育
て
支
援
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
期
の
基
金
設
置
に
向
け

て
取
り
組
み
た
い
。

学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

86
％
が
保
護
者
支
援
事
業
の
実

施
を
求
め
て
い
る

質
問
今
年
度
実
施
の
学
校
給
食

保
護
者
支
援
事
業
で
、
保
護
者
へ

新
た
な
負
担
を
さ
せ
る
こ
と
な
く

栄
養
充
足
を
前
進
さ
せ
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

保
護
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
声

を
伺
う
。

教
育
部
長
市
の
財
政
面
を
考
慮

し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
べ
き

と
い
う
回
答
が
約
53
％
、
そ
れ
を

含
め
て
約
86
％
の
保
護
者
が
事
業

の
実
施
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が

結
果
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

日本共産党

新垣　龍治市民アンケートでも、こども未来
基金の設立を求める声多く
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一 般 質 問

水
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
に

係
る
死
亡
事
故
に
つ
い
て

質
問
死
亡
事
故
に
至
っ
た
経
緯

と
参
加
者
、
指
導
員
数
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
報
告
で
は
、
令

和
２
年
７
月
28
日
、
受
講
者
女
性

が
プ
ー
ル
内
に
設
置
の
高
さ
40
㎝

の
台
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
、
足
を

踏
み
外
し
、顔
ま
で
水
に
つ
か
る
。

異
変
に
気
づ
い
た
受
講
者
２
名
に

抱
え
ら
れ
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
到

着
し
た
指
導
員
が
引
き
上
げ
る
。

直
後
は
自
力
で
体
位
移
動
、
会
話

も
で
き
た
が
、
徐
々
に
顔
色
が
悪

く
な
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
。
事
故

当
時
の
受
講
者
は
12
名
、
指
導
員

１
名
と
確
認
し
て
い
る
。

質
問
参
加
者
へ
の
ケ
ア
は
、
ど

う
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
電
話
で
現
在
の

体
調
を
聞
き
取
り
し
、
必
要
に
応

じ
訪
問
を
行
い
引
続
き
ケ
ア
に
努

め
る
。

質
問
ご
家
族
へ
の
対
応
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
ご
遺
族
へ
は
、

電
話
で
事
故
の
把
握
状
況
を
報
告
。

今
回
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
気
持

ち
に
寄
り
添
い
、
誠
意
あ
る
対
応

を
肝
に
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止

を
説
明
し
て
い
く
。

質
問
公
的
に
発
表
し
て
い
な
い

理
由
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
事
故
当
時
か
ら

警
察
が
刑
事
事
件
と
し
て
捜
査
中

で
、
ま
だ
公
表
は
で
き
な
い
。

質
問
市
長
は
各
議
員
に
も
説
明

し
な
い
が
理
由
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
市
長
か
ら
議
長

に
「
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
の
後

亡
く
な
っ
た
。」
の
報
告
段
階
で

は
、
ご
家
族
と
調
整
、
意
見
交
換

し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
今
回
は
説

明
し
な
い
と
判
断
し
た
。

質
問
市
長
自
ら
見
舞
い
や
告
別

式
に
行
っ
た
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
事
故
発
生
翌
日

と
そ
の
３
日
後
に
私
と
主
管
課
長

で
病
院
へ
伺
い
、
市
長
も
訪
問
し

た
い
と
伝
え
た
が
、
遠
慮
い
た
だ

き
た
い
と
の
家
族
の
意
向
で
あ
り
、

見
舞
と
訃
報
の
一
報
の
段
階
で
も

遠
慮
い
た
だ
き
た
い
と
の
家
族
の

意
向
で
あ
っ
た
。

質
問
家
族
の
意
向
を
理
由
に
し

て
い
る
が
、
門
前
払
い
さ
れ
て
で

も
行
く
べ
き
で
部
下
任
せ
で
い
い

の
か
、
命
の
大
切
さ
と
は
何
か
を

伺
う
。

市
長
身
内
の
心
情
を
察
し
今
回

の
対
応
で
あ
る
。
そ
の
後
の
対
応

は
様
々
な
形
で
考
え
て
い
く
が
、

刑
事
事
件
に
な
り
公
表
は
控
え
て

い
る
。
遺
族
、
様
々
な
関
係
者
に

は
迷
惑
を
お
か
け
し
、
謝
罪
す
れ

ば
済
む
も
の
で
も
な
く
、
真
摯
に

思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
今
後

の
事
業
推
進
に
向
け
対
応
す
る
。

保和会

外間　剛市長の評判を落とす不都合は隠す、
経過説明や謝罪は必要では…

令
和
３
年
度
新
採
用
職
員
の

数
は
10
人
の
は
ず
だ
が

質
問
採
用
予
定
人
数
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
現
時
点
で
決
定

し
て
い
な
い
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。

質
問
休
職
中
や
出
向
し
て
い
る

定
数
外
職
員
49
人
は
い
ず
れ
戻
っ

て
来
る
。
ま
さ
か
こ
の
49
人
の
今

い
な
い
枠
に
新
採
用
職
員
を
当
て

は
め
る
つ
も
り
な
の
か
。

総
務
企
画
部
長
戻
っ
て
く
る
職

員
の
部
分
に
充
て
る
訳
で
は
な
い
。

質
問
本
来
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
は
10
名
し
か
採
用
で
き
な
い
。

出
向
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を

戻
し
て
、
組
織
強
化
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

一
括
交
付
金
に
頼
ら
ず
、
継
続

事
業
は
一
般
会
計
に
予
算
組
替
を

質
問
沖
縄
振
興
特
別
推
進
市
町

村
交
付
金
は
令
和
３
年
度
ま
で
の

期
限
付
交
付
金
。
令
和
２
年
度
の

事
業
費
８
億
１
千
407
万
６
千
円
、

そ
の
う
ち
交
付
金
は
６
億
１
千
600

万
円
。
特
に
教
育
・
子
育
て
関
連

は
継
続
事
業
ば
か
り
で
、
支
援
員

の
配
置
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
支
援
、
学
力
サ
ポ
ー
ト
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
多
く
の
人
件

費
が
入
っ
て
い
る
の
で
止
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
一
括
交
付
金

で
行
っ
て
い
る
事
業
を
来
年
度
、

財
源
組
替
え
で
元
の
一
般
会
計
に

戻
し
た
場
合
、
既
存
の
他
の
事
業

に
影
響
が
な
い
か
、
こ
の
継
続
事

業
は
出
来
る
の
か
伺
う
。

副
市
長
一
括
交
付
金
で
現
在
実

施
し
て
い
る
事
業
は
そ
の
多
く
が

継
続
実
施
す
る
べ
き
事
業
だ
と
考

え
て
い
る
。
一
括
交
付
金
が
措
置

さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
で
答
え
る

の
は
非
常
に
難
し
い
。

質
問
財
源
が
伴
わ
な
い
と
事
業

が
止
ま
る
の
は
当
た
り
前
。
一
括

交
付
金
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

な
く
な
る
こ
と
を
前
提
で
次
年
度

継
続
事
業
を
一
括
交
付
金
か
ら
外

し
て
、
単
年
度
事
業
に
組
替
え
て

い
く
事
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

副
市
長
一
括
交
付
金
が
継
続
で

き
る
よ
う
要
望
し
て
行
く
こ
と
に

な
る
。
次
期
振
興
計
画
の
策
定
過

程
な
ど
を
踏
ま
え
、
指
摘
の
件
は

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
に
疑
問

質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
給
食

費
無
償
化
が
望
ま
れ
、
保
護
者
に

期
待
を
持
た
せ
て
い
る
の
は
確
か
。

市
長
公
約
で
あ
っ
て
も
財
政
破
綻

さ
せ
な
い
よ
う
判
断
す
べ
き
立
場
。

新
財
源
の
状
況
は
。

副
市
長
財
源
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

保和会

新垣　亜矢子財政非常事態宣言継続中！
財政状況踏まえた職員採用を！
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こ
ど
も
未
来
基
金
に
つ
い
て

質
問
財
政
的
に
継
続
性
・
安
定

性
を
含
め
た
給
食
費
無
償
化
の
現

時
点
で
の
可
能
性
を
伺
う
。

教
育
部
長
財
政
の
継
続
性
・
安

定
性
と
い
う
こ
と
で
、
基
金
の
創

設
に
向
け
て
関
係
部
署
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

質
問
こ
の
給
食
費
無
償
化
は
こ

ど
も
未
来
基
金
を
活
用
し
て
財
源

を
充
て
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
こ
れ
ま
で
の
検
討
の

中
で
は
、
１
つ
の
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
で
す
。

質
問
豊
崎
中
学
校
基
本
設
計
等
、

多
額
な
予
算
が
こ
れ
か
ら
執
行
さ

れ
る
中
で
、
こ
の
給
食
費
無
償
化

が
現
実
的
な
の
か
再
度
伺
う
。

教
育
部
長
今
の
時
点
で
は
学
校

給
食
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

質
問
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
べ
き
が
、
約
53
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
今
後
こ
の
内
容
を
し
っ

か
り
と
検
討
委
員
会
等
で
議
論
を

し
て
い
き
ま
す
。

質
問
無
償
化
に
し
た
場
合
幾
ら

予
算
が
必
要
な
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
大
体
年
間
予
算
が

３
億
６
千
万
円
ぐ
ら
い
で
す
。

質
問
未
来
基
金
の
事
業
と
こ
の

無
償
化
を
足
す
と
、
大
体
４
億
５

千
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

豊
見
城
の
財
政
非
常
事
態
宣
言
は

現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
財
政
非
常
事
態

宣
言
に
つ
い
て
は
解
除
と
い
う
方

向
に
は
至
っ
て
な
い
の
で
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
て
い
な
い
中
、
給
食
費
無
償
化

は
そ
も
そ
も
筋
が
通
っ
て
い
な
い

か
と
思
う
が
、
改
め
て
ど
う
な
の

か
伺
う
。

副
市
長
厳
し
い
財
政
状
況
が
劇

的
に
好
転
を
し
て
、
財
政
非
常
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る
の
か
、
見

通
す
こ
と
が
難
し
い
で
す
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も

進
め
て
い
く
施
策
だ
と
位
置
づ
け

を
し
て
い
ま
す
。

質
問
未
来
基
金
に
関
し
て
、
給

食
費
無
償
化
あ
り
き
の
基
金
で
は

な
く
、
本
当
に
将
来
を
見
据
え
た

積
立
て
型
の
基
金
も
同
時
に
検
討

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
な
の
か

伺
う
。

副
市
長
こ
ど
も
未
来
基
金
は
取

り
崩
し
型
の
基
金
と
し
て
提
案
を

し
て
い
き
ま
す
。

Z
ゼ ロ

ERO

宜保　龍平給食費無償化は財政面を考慮
しながら事業を実施すべき

一 般 質 問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

質
問
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
保
健
師
等
が
地
域
の
健
康

課
題
を
把
握
。
低
栄
養
防
止
、
生

活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防
、
健

康
状
態
が
不
明
な
高
齢
者
の
状
態

把
握
を
行
い
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
、
適
切
な
保
健
事
業
及
び
介
護

予
防
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
な
げ

て
い
く
。

質
問
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
均
等
割
の
軽
減
特
例
の
廃
止
に

伴
う
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長
被
保
険
者
５
千
323
人

の
う
ち
１
千
480
人
の
方
が
８
割
軽

減
か
ら
７
割
軽
減
に
見
直
さ
れ
、

１
人
当
た
り
４
千
844
円
の
増
と
な

り
、
負
担
額
は
１
万
９
千
376
円
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
１
千
171
人
の

方
が
８・
５
割
軽
減
か
ら
７
・
75

割
軽
減
に
見
直
さ
れ
、
１
人
当
た

り
３
千
633
円
の
増
と
な
り
、
負
担

額
は
１
万
899
円
と
な
り
ま
す
。

質
問
所
得
割
率
の
引
き
上
げ
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長
１
千
800
人
の
方
が
対

象
と
な
り
、
１
人
当
た
り
年
間
965

円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

質
問
政
府
は
病
院
窓
口
で
現
在

原
則
１
割
負
担
の
診
療
費
を
２
割

負
担
に
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い

る
が
政
府
の
動
向
を
伺
う
。

市
民
部
長
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
迎
え
る
令
和
４
年
度
で
の
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
小
中
学
校
の
無
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
端
末
の
充
電
保

管
庫
の
整
備
及
び
児
童
、
生
徒
用
端

末
の
整
備
を
段
階
的
に
進
め
、
２
月

末
の
整
備
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

質
問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
新
規
整
備
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
公
設
未
整
備
校

区
内
で
最
も
待
機
児
童
が
多
い
豊

見
城
小
学
校
区
内
を
先
行
し
て
整

備
を
進
め
、
座
安
小
、
伊
良
波
小

校
区
に
つ
い
て
も
早
期
整
備
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
豊
見
城
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
委
託
業
者
の
従
業
員
の
コ
ロ

ナ
休
校
に
よ
る
給
与
補
償
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長
正
規
職
員
は
通
常
の

勤
務
体
制
で
の
対
応
を
確
認
。

パ
ー
ト
職
員
に
つ
い
て
は
、
受
託

業
者
独
自
の
規
定
に
基
づ
く
給
与

補
償
を
行
い
、
最
終
的
に
は
１
年

間
を
通
し
て
例
年
ど
お
り
の
給
料

の
支
払
い
を
し
て
い
く
と
確
認
。

日本共産党

瀬長　恒雄豊見城小学校区内に放課後児童ク
ラブの公設で待機児童の解消を！
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公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問
県
道
256
号
線
拡
張
事
業
が

予
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市

の
公
共
下
水
道
事
業
と
セ
ッ
ト
で

推
進
で
き
な
い
か
を
伺
う
。

上
下
水
道
部
長
下
水
道
事
業
民

間
手
続
後
に
下
水
道
の
整
備
計
画

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、
コ
ス

ト
削
減
果
も
見
込
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

道
路
冠
水
に
よ
る
被
害
防
止
に

つ
い
て

質
問
保
栄
茂
側
の
渡
嘉
敷
付
近

市
道
26
号
線
で
去
る
５
月
の
大
雨

で
は
車
が
流
さ
れ
た
事
案
も
発
生

し
た
事
故
の
未
然
防
止
対
策
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
の
で
冠
水
被
害
の

原
因
究
明
調
査
を
実
施
し
、
抜
本

的
な
安
全
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

質
問
こ
の
冠
水
被
害
を
な
く
す

為
に
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
抜
本
的
な
改
善

策
と
し
て
は
、
今
の
排
水
路
を
、

ま
ず
広
げ
て
拡
張
す
る
と
い
う
方

向
、
そ
れ
か
ら
新
た
に
排
水
路
を

バ
イ
パ
ス
的
に
設
け
る
と
い
う
方

法
。
遊
水
池
を
造
り
雨
水
を
一
時

的
に
こ
こ
に
貯
め
て
徐
々
に
流
し

て
い
く
と
い
う
方
法
。
市
と
し
て

は
補
助
事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問
県
道
249
号
線
と
市
道
191
号

線
の
交
差
点
（
翁
長
北
交
差
点
付

近
）
は
以
前
か
ら
信
号
機
設
置
を

要
望
し
て
い
る
が
進
捗
状
況
を
伺

う
。

市
民
部
長
県
道
249
号
線
と
市
道

191
号
線
の
交
差
点
、
信
号
機
の
設

置
に
つ
い
て
、
豊
見
城
警
察
署
と

意
見
交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。

与
根
地
先
公
有
水
面
埋
立
造
成
工

事
に
伴
う
協
定
書
に
つ
い
て

質
問
去
る
７
月
27
日
の
臨
時
議

会
に
て
、
専
用
権
の
問
題
を
解
決

す
る
に
は
「
別
の
案
件
と
の
連
携

の
中
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」と
答
え
て
い
ま
す
が
、

別
の
案
件
と
は
何
を
指
す
の
か
伺

う
。

副
市
長
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
の

過
去
の
経
緯
も
含
め
て
共
通
認
識

の
形
成
も
含
め
て
話
し
合
っ
て
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
趣
旨
で
答
え
ま
し
た
。

質
問
与
根
自
治
会
が
専
用
を
受

け
た
根
拠
と
そ
の
内
容
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
公
共
の
目
的
で

使
用
す
る
場
合
に
は
与
根
自
治
会

に
専
用
さ
せ
る
こ
と
で
協
定
書
を

交
わ
し
て
い
ま
す
。

保和会

赤嶺　吉信地域の人々の安心安全を守る体制
の強化

一 般 質 問

土
地
開
発
に
つ
い
て

質
問
翔
南
製
糖
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
部
長
当
開
発
予
定
地

は
、
琉
球
海
運
株
式
会
社
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
、
県
内
に
お
け
る

物
流
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
本
市
長
堂
に
大
規
模
総
合

物
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
ま

す
。
施
設
の
規
模
は
、
敷
地
面
積

約
４
万
９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建

物
面
積
約
４
万
２
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
鉄
骨
造
の
地
上
２
階
建
て
の

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
長
嶺
城
址
跡
地
の
麓
の
開

発
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
部
長
事
業
主
で
あ
る

株
式
会
社
毎
日
急
行
が
物
流
業
を

行
う
た
め
、
進
め
て
い
る
施
設
で

す
。
現
在
の
状
況
は
、
開
発
許
可

の
許
可
権
者
に
な
る
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
令
和
元
年
10
月
25
日

付
で
許
可
さ
れ
た
開
発
行
為
と
の

こ
と
で
し
た
。
建
物
に
つ
い
て
も

建
築
確
認
申
請
の
許
可
権
者
が
同

じ
く
県
な
の
で
南
部
土
木
事
務
所

へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年

８
月
26
日
付
で
建
築
確
認
済
が
交

付
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
用

途
に
つ
い
て
は
、
物
流
倉
庫
。
敷

地
面
積
は
約
９
千
109
平
方
メ
ー
ト

ル
。
建
築
物
の
面
積
は
約
２
千
275

平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
は
約

２
千
962
平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
造

の
２
階
建
て
の
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
施
工
に
当
た
っ
て
、
も

し
何
か
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
だ
が

開
発
許
可
を
与
え
る
際
は
、
い
ろ

い
ろ
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
条
件
を
守
り
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

も
し
何
か
あ
れ
ば
市
も
県
と
一
緒

に
な
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
市
道
42
号
線
に
は
２
件
の

物
流
会
社
の
開
設
と
現
在
Ｊ
Ａ
葬

祭
が
あ
る
。そ
れ
か
ら
公
営
墓
地
、

城
址
公
園
が
で
き
る
。
そ
こ
で
金

良
・
長
堂
の
市
民
は
交
通
渋
滞
が

起
こ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

そ
こ
で
交
通
対
策
の
一
つ
と
し
て

市
道
42
号
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
市
道
42
号
線
は
、

平
成
８
年
度
に
道
路
整
備
が
完
了

し
、
拡
幅
の
予
定
は
な
い
。
42
号

線
沿
い
に
は
物
流
会
社
や
公
営
墓

地
建
設
等
に
よ
っ
て
将
来
交
通
渋

滞
が
予
測
さ
れ
る
が
、
現
段
階
で

は
交
通
量
が
把
握
で
き
な
い
た
め

道
路
拡
幅
は
厳
し
い
。
し
か
し
、

国
道
329
号
線
那
覇
東
バ
イ
パ
ス
嘉

数
交
差
点
の
改
良
工
事
が
実
施
さ

れ
、
42
号
線
に
つ
い
て
は
交
通
量

を
見
極
め
て
渋
滞
対
策
を
検
討
す

る
。

保和会

比嘉　彰市道 42 号線沿い（字長堂）の
土地開発と交通渋滞対策について
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陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

も
っ
と
強
化
事
業
推
進
す
べ
き
!!

質
問
次
年
度
実
施
計
画
を
伺
う
。

教
育
部
長
一
括
交
付
金
に
代
わ

る
補
助
制
度
の
検
討
に
取
組
中
。

質
問
一
括
交
付
金
の
特
別
枠
は

も
う
諦
め
た
の
か
。

教
育
部
長
他
を
探
し
た
い
。

質
問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
も

考
え
な
が
ら
大
規
模
な
改
修
を
し

て
ほ
し
い
が
。

教
育
部
長
民
間
活
力
を
活
用
し

た
手
法
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

質
問
水
道
料
金
が
庁
舎
窓
口
で

支
払
い
不
可
。
可
能
に
す
べ
き
。

上
下
水
道
部
総
務
課
長
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
観
点
と
併
せ
て
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
判
断

し
て
取
組
ん
で
い
く
。

デ
フ
バ
レ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

開
催
を
目
指
し
て
!!

質
問
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
用
ス
ポ
ー

ツ
フ
ロ
ア
シ
ー
ト
は
必
要
備
品
で

あ
る
。
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
令
和
３
年
度
の

補
助
事
業
で
整
備
を
調
整
予
定
。

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。

市
長
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
し
っ

か
り
と
意
思
疎
通
が
合
わ
せ
ら
れ

れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

市
民
の
大
切
な
時
間
を
奪
わ
な
い

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
!!

質
問
オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
応
可
能

な
行
政
手
続
き
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
児
童
手
当
申
請

手
続
、
市
税
等
の
ス
マ
ホ
決
済
な

ど
が
挙
っ
て
お
り
、
実
現
可
能
性

が
高
い
も
の
か
ら
課
題
解
決
し
担

当
課
と
調
整
し
進
め
て
い
き
た
い
。

安
心
安
全
な
給
食
提
供
の
た
め

に
は
新
セ
ン
タ
ー
が
先
で
は
!?

質
問
学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
活
用
を
伺
う
。

教
育
部
長
満
足
度
や
改
善
点
な

ど
の
調
査
。
今
後
の
学
校
給
食
提

供
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
た
い
。

質
問
セ
ン
タ
ー
は
築
35
年
。
分

散
化
か
建
替
か
施
設
整
備
が
先
。

無
償
化
と
の
優
先
順
位
は
。

市
長
私
は
ど
ち
ら
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

保和会

徳元　次人ワールドカップ誘致のために
ウェルカム体制をつくろう☆☆

一 般 質 問

保
護
者
向
け
の
給
食
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て

質
問
野
党
が
提
案
し
て
実
現
し

た
、
市
の
給
食
支
援
事
業
（
栄
養

充
足
率
100
％
）
を
保
護
者
は
知
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長
今
回
行
っ
た
学
校
給

食
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
保
護

者
の
約
９
％
が
学
校
給
食
保
護
者

支
援
事
業
の
事
業
趣
旨
や
内
容
に

つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答

す
る
反
面
、
約
88
％
が
「
知
ら
な

い
」
と
回
答
。

質
問
そ
の
支
援
事
業
を
保
護
者

は
今
後
ど
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長
保
護
者
の
約
53
％
が

「
市
の
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら

事
業
を
実
施
す
る
べ
き
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
長
が
目
指
す
給
食
無
償
化
よ
り

先
に
す
べ
き
こ
と
は
何
か

質
問
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
給
食
費
の
無
償
化
を
ず
っ
と
唱

え
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
今
で
き

る
100
％
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
提
案
し
ま
し
た
。
市
長
を

支
え
る
与
党
の
皆
さ
ん
は
反
対
し

て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
し
っ
か

り
と
こ
れ
は
実
現
で
き
た
わ
け
で

す
。
今
回
の
100
％
充
足
率
に
つ
い

て
、
市
長
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

市
長
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
方

が
、
真
摯
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

向
き
合
っ
て
回
答
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
変
あ
り
が

た
い
言
葉
等
も
踏
ま
え
て
結
果
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
と
し

て
は
、
皆
様
方
の
修
正
案
に
関
し

て
は
、
大
変
光
栄
に
思
う
。

上
田
地
域
の
生
活
環
境
整
備
に

つ
い
て

質
問
市
道
71
号
線
（
む
つ
み
保

育
園
前
）
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

経
済
建
設
部
長
平
成
28
年
度
に

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
８
月
に
入

札
、
工
事
着
手
に
向
け
て
準
備
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
設
備
投

資
に
つ
い
て

・
高
速
道
路
の
桁
下
利
用
に
つ
い

て

保和会

宜保　安孝給食の栄養充足率80％→100％へ!!
野党提出の修正案により実現 !!

ຊ֨తͳϑϩΞεςʔδͰ市ຽ΋ϫΫϫΫ͠·
͠ΐ͏ ��

೥ྼԽͨ͠市ಓܦ ��߸ઢΛฮ૷ิमͰ҆৺҆શΛ֬อ

Ξϑλʔ

ϏϑΥʔ
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一 般 質 問

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
エ
コ
シ
テ
ィ
と
は
し
な
の

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
、
整
備
を

望
む
声
が
届
い
て
い
ま
す
が
、
見

解
を
伺
う
。

上
下
水
道
部
長
現
状
で
は
整
備

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
か

ら
の
整
備
要
望
等
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
「
沖
縄
汚
水
再
生
ち
ゅ
ら
水
プ

ラ
ン
」
の
見
直
し
の
中
で
、
公
共

下
水
道
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
が

出
来
る
か
、
沖
縄
県
と
協
議
調
整

を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
公
共
下
水
道
に
係
る
認
可

に
は
市
街
化
編
入
は
必
要
な
い
と

の
認
識
で
よ
い
か
。

上
下
水
道
部
長
公
共
下
水
道
の

整
備
に
係
る
計
画
認
可
に
は
、
必

ず
し
も
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
が

前
提
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
今
後
下
水
道
の
新
規
整
備
地

区
と
し
て
追
加
す
る
に
は
、
市
街
化

区
域
の
ほ
う
が
、
よ
り
県
へ
の
説
明

が
し
や
す
い
と
い
う
考
え
で
す
。

質
問
現
在
の
合
併
浄
化
槽
を
含

め
集
中
処
理
施
設
を
市
へ
移
管
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

市
民
部
長
浄
化
槽
の
維
持
管
理

は
、
浄
化
槽
管
理
者
が
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
設

置
す
る
市
民
は
、
自
己
負
担
で
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
市

の
汚
水
処
理
施
設
移
管
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

座
安
小
校
区
の
子
育
て
環
境
に

つ
い
て

質
問
市
長
公
約
の
「
座
安
小
校

区
内
へ
の
学
童
設
置
」
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
待
機
児
童
の
実

態
に
即
し
た
対
応
が
優
先
さ
れ
る

と
判
断
し
、
豊
見
城
小
校
区
内
か

ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
座
安
小
校
区
内
に
つ

い
て
も
、
早
期
整
備
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
予
算
を
組
む
く
ら
い
で
し

た
か
ら
、
急
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
早
期
と
は
い
つ
か
。

福
祉
健
康
部
長
で
き
れ
ば
来
年

度
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
現
在
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
所
で
す
。

質
問
座
安
小
校
区
に
お
け
る
児

童
公
園
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま

す
が
、
財
政
的
な
観
点
か
ら
も

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
整
備
し
て
も
よ
い

の
で
は
。

福
祉
健
康
部
長
児
童
公
園
の
場

所
、
規
模
、
安
全
等
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
併
せ
て
必
要
に
応

じ
、
関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。

Z
ゼ ロ

ERO

大田　善裕公共下水道・児童公園・学童設置、
座安小区は絶対的インフラ不足

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

質
問
と
み
ぐ
す
く
事
業
所
応
援

ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い
て
、
第
２

弾
を
期
待
し
見
解
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
状
況
を
見
計
ら

い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
庁
舎
を
は
じ
め

市
内
19
の
公
共
施
設
に
合
計
24
台

導
入
し
て
い
ま
す
。

質
問
電
子
図
書
館
整
備
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
自
宅
な
ど
で
電
子
図

書
館
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
、自
粛
時
の
外
出
抑
制
と
な
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問
学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
小
中
学
校
の
保
護
者

を
対
象
に
行
っ
た
。
対
象
世
帯
が

４
千
797
世
帯
中
２
千
226
世
帯
か
ら

回
答
が
あ
り
、
回
答
率
46
・
４
％

と
、
統
計
学
的
に
も
信
憑
性
が
あ

る
結
果
と
な
っ
た
。

質
問
問
12
の
今
後
学
校
給
食
を

供
給
す
る
た
め
に
、
様
々
な
施
策

を
検
討
す
る
が
、
優
先
す
べ
き
と

考
え
る
順
に
お
答
え
く
だ
さ
い
と

あ
る
。
回
答
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
給
食
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
を
す
る
た
め
、
財
政
確
保

を
目
的
と
し
た
基
金
を
設
立
す
る
。

約
６
割
の
方
々
が
負
担
軽
減
の
回

答
を
し
て
い
る
。

質
問
子
育
て
世
代
施
策
を
強
く

求
め
ま
す
。
給
食
費
の
段
階
的
な

無
償
化
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
検
討
を
重
ね
改
め
て

示
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

保
育
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
保
育
所
等
整
備
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
保
育
所
の
経
費

を
一
部
補
助
す
る
事
業
で
す
。
補

助
金
を
活
用
し
、
新
園
１
園
、
分

園
１
園（
約
120
名
の
受
け
皿
確
保
）

令
和
４
年
度
開
園
を
予
定
で
す
。

質
問
待
機
児
童
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
第
２
期
豊
見
城

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
に

お
い
て
、
令
和
３
年
度
に
認
可
保

育
園
３
園
、
分
園
１
園
の
新
設
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
補
助
金
の

活
用
と
自
主
整
備
に
よ
る
保
育
園

新
設
を
併
せ
て
、
３
園
か
ら
４
園

増
設
を
見
込
ん
で
お
り
、
320
名
の

受
け
入
れ
を
想
定
し
て
い
る
。

質
問
伊
良
波
中
学
校
区
に
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
照
明
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
一
生
懸
命
取
組
む
。

真新会

伊敷　光寿応援クーポン第２弾を実行！
市民、事業所へ補助を
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一 般 質 問

質
問
各
学
校
同
じ
環
境
で
は
無

い
。
十
分
な
予
算
配
分
を
行
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
。

市
長
教
育
委
員
会
か
ら
の
要
求

を
踏
ま
え
予
算
編
成
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

教
育
環
境
予
算
を
削
ら
な
い

で
！

質
問
財
政
の
予
算
の
付
け
方
に

疑
義
が
あ
り
ま
す
。
豊
見
城
中
学

校
改
築
工
事
が
１
年
延
び
、
学
校

環
境
の
悪
い
中
、
音
楽
室
の
壊
れ

た
ピ
ア
ノ
の
予
算
を
削
る
っ
て
ど

う
い
う
事
で
す
か
。

総
務
企
画
部
長
ピ
ア
ノ
要
望
調

整
は
図
っ
て
い
ま
す
が
予
算
が
付

か
な
い
状
況
で
す
。

質
問
で
は
、
予
算
を
削
っ
た
の

は
財
政
課
で
す
ね
、
理
由
を
教
え

て
下
さ
い
。

総
務
企
画
部
長
予
算
要
求
は
あ

り
ま
し
た
が
、
優
先
順
位
を
付
け

措
置
し
た
。

質
問
学
校
は
音
楽
室
の
ピ
ア
ノ

が
無
い
の
で
ど
う
に
か
し
て
欲
し

い
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
財
政
課

は
優
先
順
位
を
理
由
に
し
て
い

る
。
で
は
他
に
何
の
優
先
順
位
が

高
か
っ
た
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

総
務
企
画
部
長
優
先
順
位
を
付

け
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
見
城
小
校
区
が
優
先
で
し
ょ
！

質
問
新
年
度
予
算
説
明
で
は
、

待
機
学
童
解
消
の
為
、
座
安
小
校

区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

す
る
と
な
っ
て
い
た
の
に
豊
見
城

小
校
区
変
更
に
な
っ
た
の
か
。

福
祉
健
康
部
長
建
設
の
実
現
性

と
待
機
学
童
の
実
態
に
即
し
た
対

応
が
優
先
さ
れ
る
と
判
断
し
、
豊

見
城
小
校
区
か
ら
進
め
て
い
く
事

に
し
ま
し
た
。

質
問
私
が
学
童
で
困
っ
て
い
る

の
は
豊
見
城
小
校
区
だ
と
言
っ
て

き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ

ん
は
座
安
を
優
先
し
ま
し
た
。
あ

の
説
明
は
何
だ
っ
た
の
か
疑
問
が

残
り
ま
す
。
あ
の
時
点
で
座
安
小

に
何
名
の
待
機
学
童
が
い
た
の
か
。

福
祉
健
康
部
長
伊
良
波
中
学
校

区
（
豊
崎
小
・
伊
良
波
小
・
座
安

小
）
で
25
名
と
い
う
事
で
す
。　

保和会

大田　正樹学校・学童の現場は大変です
市長お願いだから予算措置を！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策

と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

質
問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
国
に
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
高
齢
者
施
設
等

で
感
染
の
可
能
性
が
高
い
場
合
に

は
、
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
国
保
税
の
猶
予
、
減
額
・

免
除
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
に
相
当

の
減
少
が
あ
っ
た
方
の
救
済
措
置

と
し
て
、
国
保
税
の
徴
収
猶
予
、

減
額
免
除
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問
水
道
料
金
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
部
長
県
企
業
局
に
対

し
南
部
の
市
町
村
会
、
各
水
道
事

業
体
連
名
の
受
水
費
の
減
免
要
請

が
あ
り
、
県
企
業
局
か
ら
具
体
的

な
減
免
が
示
さ
れ
た
ら
新
た
な
減

免
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
生
活
保
護
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
相
談
及
び
申
請

の
意
思
が
あ
れ
ば
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
や
失
業
手
当
の
受
給
等
、

申
請
者
の
意
向
を
丁
寧
に
聞
き
取

り
し
、
可
能
な
限
り
２
週
間
以
内

の
生
活
保
護
決
定
が
行
え
る
よ
う

申
請
者
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問
戦
争
遺
跡
の
保
存
と
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
戦
争
遺
跡
は
戦
争
の

悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
上
で
重

要
。
市
内
の
戦
争
遺
跡
は
現
在
32

件
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
旧
海

軍
号
司
令
部
壕
。
ま
た
豊
見
城
城

址
内
の
第
二
野
戦
病
院
壕
跡
は
、

豊
見
城
城
址
利
用
計
画
の
中
で
適

切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

長
嶺
城
址
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て

質
問
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
事
業

費
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
次
年
度
以
降
に

基
本
設
計
の
見
直
し
を
ど
の
よ
う

に
縮
減
で
き
る
か
検
討
す
る
。

質
問
長
嶺
城
址
公
園
に
係
わ
る

施
設
整
備
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
基

づ
き
進
め
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
市
民
ニ
ー
ズ
も

踏
ま
え
段
階
的
な
供
用
開
始
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
い
た
い
。

質
問
市
道
38
号
線
の
電
柱
移
動

に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
道
路
側
溝
へ
の

影
響
や
埋
設
物
の
調
査
を
行
い
民

地
へ
の
移
設
も
今
後
検
討
す
る
。

質
問
市
道
253
号
線
根
差
部
入
り

口
の
電
柱
移
動
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
沖
縄
県
、
本
市

と
沖
縄
電
力
と
の
調
整
の
場
を
設

け
今
後
こ
れ
ら
の
機
関
と
調
整
の

上
検
討
す
る
。

日本共産党

真栄里　保支え合い、連帯し合い
住み良い豊見城市の実現へ

73校学小田上

令和２年５月１日 市内放課後児童クラブ 登録できなかった児童数（待機児童数）

小学校
低学年

（１～３年生）
高学年

（４～５年生）
小学校別

登録できなかった児童

とよみ小学校
計

35
19
10
5
1
3
9
1

豊見城小学校
ゆたか小学校
伊良波小学校
座安小学校
豊崎小学校
長嶺小学校

83

2
4
1
0
0
10
2
0
19

1
102

23
11
5
1
13
11

଴ࣇػಐͷগͳ͍҆࠲খʹ࡞Ζ͏ͱͨͬࢥͷʁ
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一 般 質 問

豊
崎
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

質
問
先
進
地
視
察
に
は
行
か
れ

た
の
か
を
伺
う
。

教
育
部
長
基
本
計
画
策
定
業
務

の
中
で
、
実
施
で
き
る
可
能
性
が

低
い
と
い
う
こ
と
で
、
視
察
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

質
問
豊
崎
中
学
校
開
校
へ
向
け

た
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
う
。

教
育
部
長
全
て
の
工
程
が
順
調

に
進
め
ば
、
令
和
4
年
7
月
に
着

工
を
し
、
工
事
も
順
調
に
い
け
ば

令
和
6
年
4
月
の
開
校
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
市
内
中
学
校
区
の
見
直
し

も
行
う
の
か
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
校
区
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
豊
見
城
市
立
学
校
区
域
審

議
会
の
意
見
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
の
で
、
そ
こ
に
諮
問
を
し
答

申
を
受
け
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

質
問
公
募
金
額
を
引
き
下
げ
た

理
由
を
具
体
的
に
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
今
ま
で
募
集
し

て
も
申
込
み
が
な
か
っ
た
現
状
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
企
業
よ
り
現
状

の
金
額
で
は
厳
し
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
た
め
、
企
業
側
の
申
込
み

を
促
進
す
る
た
め
、
今
回
の
希
望

金
額
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
今
ま
で
何
件
の
公
募
が
あ
っ

た
の
か
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
今
回
の
募
集
前

ま
で
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問
申
込
み
の
入
口
が
来
な
か
っ

た
か
ら
公
募
金
額
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
べ
き
だ
と
提
言
し
ま
し
た

が
、
将
来
的
に
は
契
約
年
額
を
引

き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
将
来
的
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
知
名
度
や
広
告

価
値
が
高
ま
れ
ば
、
契
約
年
額
を

上
げ
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
公
園
つ
い
て

質
問
市
内
に
は
子
ど
も
た
ち
を

遊
ば
せ
る
公
園
が
少
な
く
、
他
市

町
村
へ
出
向
く
と
い
う
現
状
が
あ

り
、
安
心
し
て
市
内
の
公
園
で
遊

ば
せ
た
い
と
の
声
が
子
育
て
世
代

の
方
々
か
ら
多
く
あ
る
が
、
本
市

の
未
来
展
望
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
今
後
は
長
嶺
城

址
総
合
公
園
整
備
を
行
い
、
市
民

が
早
期
に
利
用
で
き
る
標
準
面
積

の
確
保
を
目
指
し
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
豊
見
城
市
観
光
計
画
に
つ
い
て

Z
ゼ ロ

ERO

波平　邦孝求められる市長の政治判断！豊崎
中学校建設はスピード感を持って

医
療
従
事
者
に
対
し
て
の

予
算
措
置
に
つ
い
て

質
問
今
回
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
市
民
の
皆
様
や
職
員
の
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
＝
犯
罪
者
の
風
潮
が

あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い

で
す
。
真
の
敵
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
等
が
様
々
な

事
を
報
道
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日

の
感
染
者
数
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、

正
し
く
怖
が
り
、
個
人
を
誹
謗
中

傷
せ
ず
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で
き
る
手

段
だ
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
予
算
措
置
第
3
弾
で
は
医
療

従
事
者
に
対
し
て
の
予
算
措
置
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
予
算

措
置
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
医
療
従
事
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
支
援
可
能
な
項
目
が

あ
る
際
に
は
、
積
極
的
に
実
施
し

ま
す
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
時
補
聴
器

購
入
費
等
助
成
事
業
に
つ
い
て

質
問
片
耳
の
難
聴
児
童
の
ケ
ー

ス
で
は
片
耳
の
み
の
理
由
に
よ
り

交
付
対
象
か
ら
外
れ
た
そ
う
で
す

が
市
の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
両
耳
の
聴
力
レ

ベ
ル
が
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い

為
、
却
下
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
市
の
要
綱
で
今
、
両
耳
と

な
っ
て
い
る
の
を
片
耳
や
医
師
の

処
方
が
あ
れ
ば
等
の
要
綱
改
正
で

出
来
る
と
思
い
ま
す
が
市
長
の
前

向
き
な
答
弁
を
伺
う
。

市
長
沖
縄
県
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

質
問
市
長
、
困
っ
て
い
る
人
を

救
う
こ
と
が
政
治
だ
と
思
い
ま
す
。

県
と
か
で
は
な
く
豊
見
城
市
が
初

の
片
耳
難
聴
の
助
成
に
要
綱
改
正

を
切
に
願
い
ま
す
。
市
長
は
片
耳

難
聴
の
症
状
は
ご
存
知
で
す
か
。

市
長
該
当
す
る
方
々
し
か
知
り

得
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問
症
状
に
つ
い
て
、
転
び
や

す
い
、
高
所
に
上
が
れ
な
い
、
頭

痛
や
吐
き
気
、
臨
場
感
が
な
く
音

の
方
向
が
わ
か
ら
な
い
、
マ
ス
ク

着
用
に
よ
り
口
の
動
き
が
読
め
ず

会
話
が
困
難
に
な
る
等
で
す
。
豊

見
城
市
と
し
て
今
現
在
い
じ
め
に

遭
遇
し
て
い
る
子
の
未
来
の
た
め

に
も
市
長
と
し
て
要
綱
改
正
も
含

め
市
独
自
で
出
来
な
い
か
伺
う
。

市
長
市
独
自
の
思
い
を
持
ち
、

様
々
な
角
度
か
ら
調
整
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
一
般
介
護
予
防
事
業
水
中
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
事
故
に
つ
い
て

保和会

川満　玄治医療従事者に豊見城市独自のコロナ
予算措置をお願いします
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一 般 質 問

教
育
委
員
会
は
法
や
規
定
に

基
づ
い
た
運
営
を
実
施
す
べ
き

質
問
総
合
教
育
会
議
に
お
け
る

協
議
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
総
合
教
育
会
議

の
規
定
に
よ
り
、
教
育
を
行
う
た

め
の
諸
条
件
の
整
備
、
そ
の
他
の

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め

重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
に
つ
い

て
の
協
議
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問
与
根
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に

関
す
る
協
議
は
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

総
務
企
画
部
長
協
議
が
可
能
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問
教
育
長
に
伺
い
ま
す
が
、

８
月
に
市
の
総
合
教
育
会
議
が
開

催
さ
れ
、
市
長
か
ら
与
根
体
育
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
を
や
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
協
議
に
教
育

長
が
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
承
知
し

て
ま
す
が
、
事
実
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
市
長
が
定
め
た
豊
見
城

市
総
合
教
育
会
議
に
関
す
る
要
綱

の
ど
の
項
目
に
も
当
た
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
教
育
長
と
し
て
は
、
認
識

が
あ
ま
り
に
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。
と

ん
で
も
な
い
で
す
。
教
育
委
員
会

の
協
議
に
お
け
る
可
否
の
決
し
方

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
教
育
委
員
会
の
会
議

の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で

決
し
ま
す
が
、
可
否
同
数
の
場
合

は
教
育
長
が
決
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

質
問
全
会
一
致
で
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
と
思
う
の
で
す
が
、
た

だ
法
律
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
議

事
に
つ
い
て
の
議
決
の
仕
方
は
過

半
数
で
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
い
つ
か
ら
実
施

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
今
回
、
９
月
３
日
に
採

決
が
初
め
て
、
私
の
記
憶
す
る
こ

と
で
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問
再
生
医
療
の
産
業
拠
点
と

し
て
の
整
備
が
頓
挫
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
医
療

発
展
を
大
き
く
阻
害
し
た
と
の
声

が
あ
る
が
、当
局
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
、
日

本
や
ア
ジ
ア
の
医
療
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
本
市
に

誘
致
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
与

根
西
部
地
区
に
お
け
る
新
産
業
の

拠
点
と
な
る
再
生
医
療
産
業
の
拠

点
形
成
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
な
ど
、

再
生
医
療
産
業
の
拠
点
形
成
を
進

め
て
い
き
た
い
。

日本共産党

瀬長　宏野党の反対は市の発展や日本やア
ジアの医療発展を大きく阻害する

質
問
臨
時
休
校
に
よ
る
授
業
の

遅
れ
、
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

教
育
部
長
計
画
的
に
授
業
増
の

設
定
や
、
朝
や
お
昼
の
時
間
を
活

用
し
た
15
分
単
位
の
学
習
を
積
み

重
ね
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
行
な
っ

て
お
り
、
ま
た
夏
休
み
の
短
縮
、

秋
休
み
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
時

数
確
保
に
努
め
、
中
学
３
年
生
以

外
の
授
業
時
数
は
例
年
ど
お
り
確

保
で
き
る
見
通
し
。
中
学
３
年
生

に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
発
出

の
学
習
の
重
点
化
を
行
う
こ
と

で
、
指
導
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
対
策
し
て
い
る
。
課
題
は
、
冬

に
か
け
て
の
感
染
症
に
よ
る
学

級
、
学
校
閉
鎖
に
よ
る
授
業
時
数

の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

質
問
受
験
生
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
や
濃
厚
接
触

者
と
な
っ
た
場
合
、
学
習
支
援
等

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
学
習
内
容
や
課
題
を

家
庭
に
届
け
、
自
宅
で
学
習
で
き

る
よ
う
行
い
、
学
校
復
帰
後
は
担

任
な
ど
の
朝
の
自
習
時
間
や
放
課

後
の
時
間
を
見
つ
け
て
、
個
別
に

補
習
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
中
に
端
末
配
布

質
問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
で
の

Wi-

Fi
環
境
の
状
況
や
教
育
現
場

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
の
ス
キ
ル

向
上
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
実
施

方
法
を
検
討
し
た
い
。

暗
渠
化
整
備
の
検
討
を

質
問
市
道
13
号
線
（
伊
良
波
高

架
橋
下
）
横
断
歩
道
脇
に
あ
る
グ

レ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
雨
天
時
、
停

車
し
た
車
両
が
ス
リ
ッ
プ
し
、
危

険
で
あ
る
。
通
学
路
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
早
急
に
対
策
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
グ
レ
ー
チ
ン
グ

蓋
が
経
年
劣
化
に
よ
り
一
部
す
り

減
り
が
あ
る
の
を
確
認
、
今
後
対

策
に
つ
い
て
優
先
度
を
見
極
め
な

が
ら
、
通
学
路
と
し
て
安
全
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
適
切
な

道
路
管
理
に
努
め
る
。

交
通
の
円
滑
を
検
討

質
問
県
道
７
号
線
（
さ
く
も
と

泌
尿
器
科
前
）
に
右
折
帯
及
び
右

折
信
号
の
設
置
要
望
が
で
き
な
い

か
見
解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
豊
見
城
署
へ
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
管
理
者
の
意
見

も
踏
ま
え
、
交
通
の
円
滑
を
検
討

し
た
い
と
の
見
解
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
意
見
交
換
を
重
ね
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

Z
ゼ ロ

ERO

楚南　留美コロナ禍における学校現場の現状。
先を見据えた対応を！
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与
根
体
育
施
設
条
例
廃
止
に

伴
う
サ
ッ
カ
ー
専
用
場
の
代

替
え
施
設
に
つ
い
て

質
問
今
後
の
展
開
等
、
条
例
廃

止
を
含
め
た
整
備
計
画
を
伺
う
。

都
市
計
画
部
長
与
根
西
部
土
地

区
画
整
理
組
合
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
は
造
成
工
事
及
び
補

償
工
事
を
行
い
、
引
き
続
き
次
年

度
も
造
成
工
事
を
進
め
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。
展
開
と
し
て
は
、

同
組
合
に
よ
る
事
業
計
画
書
に
基

づ
き
、新
産
業
拠
点
地
区
の
実
現
、

土
地
利
用
計
画
に
沿
っ
た
適
正
な

土
地
利
用
の
誘
導
と
と
も
に
、
市

街
地
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
サ
ッ
カ
ー
場
の
代
替
え
施

設
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
一
般
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
豊
見
城
小
学
校
と
長
嶺
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夜
間
に
利

用
し
て
も
ら
い
、
長
期
的
に
は
長

嶺
城
址
総
合
公
園
で
広
場
の
確
保

や
、
中
長
期
的
に
は
市
内
の
都
市

公
園
の
中
で
整
備
で
き
な
い
か
関

係
部
署
と
協
議
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
豊
見
城
小
学
校
と
長
嶺
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
サ
ッ
カ
ー

場
の
専
用
施
設
で
は
な
い
。
今
議

会
で
専
用
施
設
の
代
替
え
は
長
嶺

城
址
総
合
公
園
の
中
で
も
な
い
こ

と
が
は
っ
き
り
と
分
っ
た
。
都
市

公
園
の
中
で
、
目
途
は
あ
り
ま
す

か
。

教
育
部
長
目
途
は
つ
い
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
し
っ
か
り
と
取
組
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問
与
根
体
育
施
設
の
条
例
を

廃
止
し
な
い
と
市
道
218
号
線
の
整

備
に
支
障
が
出
る
の
か
。

都
市
計
画
部
長
道
路
整
備
の
前

に
補
償
（
除
去
）
工
事
が
必
要
と

な
る
。
建
築
物
等
の
移
転
及
び
除

去
を
行
う
場
合
は
土
地
区
画
整
理

法
で
３
つ
の
要
件
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
３
つ
の
要
件
を
全
て

ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
補
償
（
除

去
）
工
事
は
で
き
ま
す
。
除
去
工

事
を
し
た
上
で
造
成
工
事
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
道
路
整
備
に
入
る
か
ら
、

限
ら
れ
た
工
期
の
中
で
や
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
や
は
り
支
障
が
生

じ
る
。

質
問
答
弁
の
最
後
が
お
か
し
い
。

土
地
区
画
整
理
法
で
は
、
条
例
を

廃
止
し
な
く
て
も
除
去
工
事
が
で

き
る
。
道
路
整
備
も
で
き
る
と
い

う
答
弁
だ
と
思
う
が
違
い
ま
す
か
。

教
育
部
長
９
月
３
日
に
臨
時
教

育
委
員
会
を
開
い
て
与
根
体
育
施

設
の
条
例
は
廃
止
す
る
と
い
う
こ

と
で
議
案
上
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

質
問
教
育
委
員
会
と
し
て
、
協

議
が
で
き
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
教
育
委
員
会
の
中
で
、

こ
の
方
向
で
い
く
と
決
め
て
い
る
。

Z
ゼ ロ

ERO

新垣　繁人体育施設廃止以前に市長部局∞
教育委員会は仲良くしてください

一 般 質 問

　令和元年９月30日に設置されました、豊見城市総合計画調査特別委員会（仲田政美委員長）は、９月定例会
最終本会議（令和２年９月25日）において、委員長による調査結果報告がなされ終了しました。
　なお、検証結果については、第５次豊見城市総合計画基本構想議決（豊見城市議会基本条例第14条）に活か
されます。

豊見城市総合計画調査特別委員会の調査結果報告について

〇調査事項
　　第４次豊見城市総合計画に関する検証

〇調査結果
　�　本特別委員会では、基本構想、基本計画、実施計画の
それぞれの構成・仕組み・内容を検証し、43の施策を柱
とした128の中施策及び347の小施策について、これま
での議員活動にて培った知見に基づき、それぞれ再検証
を行い、各会派代表者を質疑の取りまとめ役として発言
通告を実施、執行機関側からの回答を踏まえた更なる検
証作業を行い、再質疑や要望を行うという手法をもって、
各施策に対する成果指標等に着眼した全68項目の検証を
終了させたことを踏まえ、本特別委員会設置目的である
第５次豊見城市総合計画における基本構想の審議に活か
すこととする。
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豊見城市ٞձ 検索市議会の詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。

τϛοΩʔ

　議会だより（年４回発行）では、ご覧のとおり各議員による一般質問が要約された形で掲載されております。
　その中において、市内道路の整備や維持管理等に関する質問答弁がなされる場面が度々ございますが、市民の皆さん
が市道○号線という最新の路線名を確認する方法については、「豊見城市道路網図」でご検索頂ければ「令和２年　豊見
城市道路網図（ＰＤＦ）」がご覧いただくことができますのでご活用ください。
　これからも、より多くの市民の皆様に、分かりやすく興味をもって読んで頂ける紙面づくりを目指していきますので、
どうぞよろしくお願いします。

　現在、本市議会では、新型コロナウイルス感染症対策を引
き続き実施するため、極力、傍聴をご遠慮願うこととしてお
ります。
　なお、傍聴を希望される場合は、議会運営委員会申し合わ
せ事項「豊見城市議会における新型コロナウイルス感染症対
策の徹底について」を十分ご理解いただきますようお願いい
たします。

※申し合わせ事項については、随時変更する場合があります
ので、豊見城市議会ホームページの「新型コロナウイルス感
染症に関すること」をご確認ください。

※本会議の様子は、「議会インターネット中継」よりご覧い
ただけます。

　この一年は日本だけでなく、世界中で新型コロ
ナウイルス感染症の脅威に怯え、本当に様々な分
野で苦難を抱えたまま、令和２年が師走を迎えよ
うとしております。私達議員も、この未曾有の事
態に、政治の力で国民、県民、市民を支える事に
奔走した一年でもあります。紙面P５に掲載され
ている11月臨時会では「豊見城市新型コロナウイ
ルス感染症緊急経済対策（第４段）」の補正予算
を原案可決いたしました。今後も更に丁寧な支援
策を模索し、市民生活の安定に繋げていくため、
行政への働きかけを強くして参ります。市民の皆
様、この苦難を共に乗り越えて行きましょう。

（新垣 亜矢子）

議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】川満 玄治
【委　員】仲田 政美　　新垣 龍治　　伊敷 光寿　　宜保 龍平

一般質問掲載の道路場所（路線名）の確認方法について

議会の傍聴について（お願い） 編 集 後 記

11月臨時会の傍聴人数は
１人でした。

９月定例会の傍聴人数は
34人

議会インターネット中継

令和２年７月豪雨災害に対する義援金について
　令和２年７月豪雨災害に対する義援金を、９月
24日付、豊見城市議会として、九州市議会議長会
へ109,120円をお振込いたしました。 被災地の
一日も早い復旧と復興をご祈念申し上げます。

沖縄県市議会議長会表彰
　令和２年８月21に開催されました第172回 沖
縄県市議会議長会定期総会において、
宜保安孝議員が一般表彰を受章されました。

一 般 表 彰 議員８年以上　　宜保　安孝

新型コロナウイルス感染症に関すること
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Kokusai Printing Co., Ltd. 40th Anniversary
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想いをカタチに。
「大切な想い」をカタチに

コミュニケーションを支える印刷、

私たちにお任せください。

学術誌　会社案内　記念誌 ポスター チラシ パンフレット DM　伝票

〒901-0147  沖縄県那覇市宮城１-13-9
Tel 098-857-3385 Fax 098-857-3892

［本 社］
〒905-0021 沖縄県名護市東江4-7-27  302
Tel 0980-43-6555　Fax 0980-43-6550

［北部営業所］
〒901-0235  沖縄県豊見城市字名嘉地67-1
Tel 098-857-8376 　

［南部営業所］

総合印刷　デザイン制作　企画編集

Kokusai Printing

ご縁を大切に　想いを形に

株式会社Green沖縄
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●

国場十字路

津嘉山十字路

丸亀製麺●
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●
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  つかざんシティー

●津嘉山自動車
学校

●
　　南部農林高校

長堂■
金良

与那原→

〒901-0204　沖縄県豊見城市字金良 77ー 1
TEL.098-996-4827　FAX.098-996-4837

グリーン訪問看護ステーションの３つの特徴
① 経験豊富な専門スタッフ　② いつでもどこでも相談可能　
③ 24時間対応します
何でもお気軽にご相談下さい！

ずっ～と家で過ごしたい。
自分らしく、穏やかな生活を送るためのお手伝い　グリーン訪問看護ステーションはあなたをサポートします。

セ
ブ
ン

●
イ
レ
ブ
ン

グリーン
訪問看護ステーション
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ࣗಈंͷ事ͳΒͳΜで΋、 ܰࣗಈं͔Βେ྆ंܕまでʜ
車検・鈑金塗装のトータルサポート。

新車・中古車販売！全メーカー取り扱い　ローン・リースOK！

᷃஥ଜࣗಈं੔උ޻৔
民 間 車 検 場  　 沖 指 第 5 2 号  認 証 8 4 9
車検･一般整備･板金塗装･任意保険･新車･中古車販売/現金･オートローン･リース

http://www.nakamurajidousya.com

৽ंൢചɾϝϯςφϯε

令和２年９月定例会・11月臨時会　とみぐすく市議会だより ●vol.19219



令和２年９月定例会・11月臨時会　とみぐすく市議会だより ●vol.192 20

Vol.19２
2020.１２.５

発
行

市
議
会
だ
よ
り

ToMiGuSuKu City Council News

市議会だより

CONTENTS
９月定例会・11月臨時会審議結果 …………２～5
一般質問 ………………………………………6～17
豊見城市総合計画調査特別委員会の
調査結果報告について……………………………17
一般質問掲載の道路場所（路線名）の確認方法について ほか …18 豊見城市議会

Vol.19２
2020.１２.５発行

９月定例会
11月臨時会

会期日程は、決定次第ホームページに掲載します。
詳しくは、議会事務局（TEL. O98-850-0025）
までお問い合わせください。

12月定例会12月８日開会

『オリオンECO美らSUNビーチ』『オリオンECO美らSUNビーチ』
※ネーミングライツにより愛称が決定！
　（ビーチオフシーズンも遊べるネット遊具（有料）がオープンしてます。）

『オリオンECO美らSUNビーチ』


